
ｈ

亀井一成の
Ｎｏ．３６３

ホッキョク の
適齢期

奄
甜

、、竿

詞
』

Ｐａ

ｌｌ

近々、母になるかもしれない「みゆき」も当然ながら、子ぐまだった頃があるわけでして･ ･ ･ （子ぐまがみゆきです。生まれ育った大阪天王寺動物園にて撮影）
字一画

＃ｉ，
、【
．P 望ｆ

１１'、

pＦ

7１ 卿嘘と血篭難奔

Ｐ
ｊ

ヨ

里
申

」
■

異
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の
方
、
毎
日
の
よ
う
に
足

を
運
び
、
カ
メ
ラ
で
写
す

の
で
も
な
く
、
た
だ
、
成

長
の
無
事
を
見
守
っ
て
来

ら
れ
た
「
か
ん
の
み
ち
お

さ
ん
』
（
妬
才
）
。
今
日
も

神
戸
王
子
動
物
園
の
『
み

ゆ
き
」
に
面
会
に
来
て
下

花
が
散
っ
た
頃
か
ら
ボ
ク
の
園
内
め
ぐ
り
が
忙
し
く
な
り
ま
す
。

勇
一
だ
、
あ
か
ん
の
か
…
…
」

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
の
ヒ
ナ
が
次
々
誕
生
す

る
こ
と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
が
、
六
億
三
千
葛
も
か
け
た
豪
邸
で
暮
す
、

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の
『
ア
イ
ス
』
と
『
み
ゆ
き
』
。
ど
ち
ら
も
６
才
。

立
派
な
体
格
と
長
く
な
っ
た
首
の
面
が
ま
え
は
も
う
思
春
期
を
迎
え

て
い
い
は
ず
だ
か
ら
で
す
。

す
ぐ
東
隣
り
の
ア
シ
カ
池
で
も
六
月
が
出
産
月
で
す
。

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
も
、
ヒ
グ
マ
も
ヒ
マ
ラ
ャ
グ
マ
も
、
単
身
暮
し
、

こ
の
頃
メ
ス
の
発
情
期
、
年
に
一
度
、
オ
ス
と
出
会
う
時
な
の
で
、

突
然
食
欲
を
な
く
し
た
オ
ス
は
だ
ら
し
な
く
メ
ス
の
お
尻
を
追
う

日
々
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
辿
回
も
繁
殖
し
た
ヒ
グ
マ
も
同
様
で
狭
い
オ
リ
の
中
を

激
し
く
動
き
回
り
、
足
の
裏
か
ら
血
が
出
る
仕
末
。
一
週
間
は
マ
ウ

ン
ト
の
連
続
、
交
尾
を
く
り
返
す
の
で
ク
マ
舎
前
に
人
だ
か
り
が
で

き
、
旦
那
さ
ん
は
テ
レ
ク
サ
く
て
、
そ
そ
く
さ
立
ち
去
る
の
に
、
奥

さ
ん
方
は
ジ
ー
と
熱
心
に
見
て
下
さ
い
ま
す
。

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
も
同
じ
で
大
阪
天
王
寺
動
物
園
で
も
五
月
末
に

交
尾
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

「
み
ゆ
き
ち
ゃ
ん
、
こ
ち
ら
へ
来
な
さ
い
！
今
日
も
元
気
で
あ
り

が
と
う
！
」

大
阪
天
王
寺
動
物
園
で
生
ま
れ
た
『
み
ゆ
き
』
母
子
を
、
６
年
こ

〔
年
に
一
度
の
出
会
い
月
〕

喝

誤
り

繭
｢ くまおじさん」のかんのみちおさん

浮いてるアイス（認）を誘うみゆき（早）

『
か
ん
の
さ
ん
』
は
、
か
つ
て
航
空
力
学
を
教
え
て
い
ま
し
た
が
、

突
然
、
脳
梗
塞
で
倒
れ
、
手
術
。
奇
跡
的
に
回
復
さ
れ
た
が
、
半
盲

に
な
ら
れ
た
の
で
す
。

「
動
物
を
見
る
だ
け
で
心
が
な
ど
み
ま
す
」

で
き
れ
ば
、
動
物
園
に
来
る
み
な
さ
ん
が
、
動
物
を
見
る
こ
と
で
、

や
さ
し
さ
を
育
て
て
ほ
し
い
の
で
す
。

好
き
な
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の
前
で
、
ク
マ
の
生
活
ぶ
り
を
、
や
さ

し
く
説
明
な
さ
る
の
で
、
大
阪
天
王
寺
動
物
園
で
は
ク
マ
お
じ
さ
ん

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
『
か
ん
の
さ
ん
』
が
神
戸
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
『
み

ゆ
き
」
が
神
戸
に
嫁
い
で
来
た
か
ら
な
の
で
す
。

近
頃
の
ヒ
グ
マ
は
早
熟
で
３
〜
４
才
で
性
成
熟
に
達
し
ま
す
が
、

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
は
、
や
や
遅
く
５
才
以
後
に
発
情
す
る
こ
と
が
多

２
１
７
ｌ

さ
っ
て
い
ま
す
。

「
私
、
半
盲
で
、
み
な
さ
ま
の
よ
う
に
、
よ
く
見
え
ま
せ
ん
が
、

息
づ
か
い
と
、
足
音
、
動
き
方
、
そ
れ
に
ニ
オ
イ
で
「
み
ゆ
き
』
が

元
気
な
こ
と
よ
く
分
り
ま
す
。

大
阪
天
王
寺
動
物
園
で
も
交
尾
を
見
つ
け
知
ら
せ
て
あ
げ
ま
し
た
」

〔
み
ゆ
き
の
成
長
を
追
っ
て
…
…
〕

みゆきちゃんにちょっぴり興奮のアイス
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’2亀井一成の
こども動物相談コーナー

☆野生動物の特徴習性、観察のしかた、
飼育体験などをお答えします。
●日曜日と祝日のみ
●１０：００～１１：３０，１３：３０～１５：００
，動物科学資料館内

交
尾
確
認
の
あ
と
、
十
月
に
入
っ
て
か
ら
は
産
室
を
消
毒
、
合
板

で
艦
を
囲
い
真
暗
に
す
る
。
十
一
月
早
々
か
ら
メ
ス
親
を
産
室
に
閉

じ
こ
め
、
そ
れ
以
後
飼
育
係
も
立
入
禁
止
。
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
で
メ
ス

親
の
動
き
を
推
察
。

「
オ
ギ
ャ
ー
、
オ
ギ
ャ
ー
」
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
、
か
ん
高
い
、

ま
る
で
ヒ
ト
の
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
声
そ
っ
く
り
、
大
き
な
声
が
私
の
耳

に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
…
「
な
き
ご
え
」
大
阪
天
王
寺
動
物
園
協
会

発
行
、
１
９
９
１
年
６
月
飼
育
課
・
森
本
委
利
。
１
９
９
４
年
６
月

飼
育
課
・
大
東
孝
司
よ
り

神
戸
王
子
動
物
園
の
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
舎
も
ま
た
、
み
な
さ
ま
に

は
お
見
せ
で
き
な
い
『
秘
密
の
産
一
二
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
旧
飼
育
舎
の
約
６
倍
。
広
く
て
き
れ
い
な
プ
ー
ル
、

約
５
ｍ
の
高
さ
か
ら
の
滝
。
特
に
擬
岩
は
世
界
的
に
有
名
な
ア
メ
リ

カ
の
ラ
ー
ソ
ン
社
が
施
行
。

総
水
量
２
０
ｑ
ｍ
最
深
部
弧
、
。
水
の
浄
化
方
法
は
オ
ゾ
ン
。
塩

素
殺
菌
処
理
、
循
環
方
式
。
寝
室
３
と
産
室
１
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

ク
マ
の
仲
間
で
は
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
は
き
わ
め
て
特
殊
で
、
野
生

酉
■

い
も
の
で
す
。

（
神
戸
王
子
動

物
園
初
代
の
ホ

ッ
キ
ョ
ク
グ
マ

ン
は
５
才
で
交
尾

、
王
確
認
）

吾
フラ
そ
の
「
み
ゆ

耐
き
』
は
、
わ
が

エ
国
で
は
９
番
目

執
の
子
で
、
北
海

和
道
以
外
で
は
最

塩
南
端
で
生
ま
れ

極
育
っ
た
ホ
ッ
キ

え
ヨ
ク
グ
マ
で
有

とた
名
な
の
で
す
。

密
室
の
産
室
を
作
っ
て
や
る
か
に
あ
り
ま
す
。

近
く
は
阪
神
パ
ー
ク
で
も
わ
が
王
子
動
物
園
で
も
交
尾
、
そ
し
て

出
産
に
は
至
っ
て
も
、
子
グ
マ
が
育
た
な
か
っ
た
と
い
う
苦
い
経
験

が
あ
る
の
で
す
。
『
み
ゆ
き
』
が
育
っ
た
天
王
寺
動
物
園
で
は
決
し

て
近
代
的
な
産
室
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
早
く
か
ら
暗
室
に
し
、
係

員
で
す
ら
立
入
禁
止
、
マ
イ
ク
で
経
過
を
見
守
る
と
い
う
慎
重
さ
が

育
児
を
成
功
さ
せ
て
い
ま
す
。

カ
ナ
ダ
、
ハ
ド
ソ
ン
湾
周
辺
の
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
生
息
地
に
近
い

情
景
を
再
現
さ
せ
て
い
る
新
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
舎
で
の
繁
殖
は
夢
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
み
ゆ
き
」
が
、
子
グ
マ
を
生
ん
だ
！
と
い
う
、

す
ば
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
、
み
な
さ
ま
に
と
ど
け
ら
れ
る
こ
と
を
心

か
ら
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

？】

｡

たのしい紙芝居やぬり絵クイズ
が大人気。かわいい動物シール
をプレゼント！

ス
で
は
メ
ス
は
出
産
前
、

イ面
つ
ま
り
十
一
月
に
は
雪

』
に
穴
を
掘
り
、
自
分
で

詐
巣
を
作
る
。
大
自
然
の

”
中
、
完
全
に
孤
立
し
た

壷
雪
の
密
室
で
の
お
産
と

壁
ｌ
育
児
な
の
で
す
。

唖
識
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の

鮭
細
繁
殖
の
成
功
は
、
エ
サ

昏
窄
誌
と
か
血
統
と
か
で
は
な

錘
睦
く
、
如
何
に
落
着
け
る

１
７３

１
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告
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見』F ノモだえておる

７

３ 7 ４

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



剣、
勺

℃

…：Ｐ侭辿瀞

；
叩ト

．．…ハーキ担い袷筈摘、

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m



謹鯉雲響肇善雲

↑↑

零
噸

骨

⑧
ま
ち
づ
く
り
会
社
新
事
務
所
で

発
起
人
会
開
催

第
２
回
目
の
ト
ア
ロ
ー
ド
ま
ち
づ
く
り

会
社
（
仮
称
）
の
発
起
人
会
が
６
月
９
日

（
月
）
ま
ち
づ
く
り
会
社
新
事
務
所
で
開

か
れ
た
。

７
月
Ⅳ
日
（
木
）
の
設
立
総
会
に
向
け

て
、
地
元
企
業
や
沿
道
商
店
の
出
資
を
募

る
説
明
会
を
開
き
、
共
通
の
理
解
を
得
た

う
え
で
の
出
資
を
積
極
的
に
働
き
か
け
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
は
協
議
会
の
ま
ち
づ

皇Z_且ご侭

ト
ア
ロ
ー
ド
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
⑥

新事務所での会合のようす

技術協力

商店経営者
支持者個人
( 小口出資者）

く
り
計
画
に
よ
っ
て
取
り
決
め
ら
れ
た
内

容
を
ベ
ー
ス
に
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の

事
業
を
進
め
る
方
針
だ
が
、
実
際
は
ま
ち

づ
く
り
計
画
の
内
容
で
さ
え
地
域
住
民
の

理
解
や
合
意
を
得
ら
れ
て
い
る
と
は
い
い

が
た
い
。
今
後
は
わ
か
い
や
す
い
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
個
々
の
商
店
街
で
の

小
さ
い
集
い
の
中
で
も
話
題
に
な
る
よ
う

な
形
に
も
っ
て
い
く
こ
と
が
課
題
。

全
国
的
に
も
例
が
な
い
都
心
部
で
の
ま

ち
づ
く
り
会
社
が
成
功
す
る
た
め
に
は
協

連携

公益的な
法人・団体

コンサルタント

設計郡務所
不動産・建設業等

（仮称）
トアロード

まちづくり会社

出資・支扱

巨調頃

歩道拡幅、路面仕上げ、車止め、街路樹によるトータルな
坂道美装化イメージ

議
会
や
専
門
家
や
行
政
の
み
の
結
束
だ
け

で
は
な
く
、
住
民
間
へ
の
最
大
限
の
情
報

提
供
と
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
を
呼
ぶ
た

め
の
方
法
が
鍵
だ
ろ
う
。

■
新
事
務
所

ト
ア
ロ
ー
ド
ま
ち
づ
く
り
会
社
事
務
所

（
仮
称
）

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
２
．
５
．
４

深
津
ビ
ル
４
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
９
３
．
１
３
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３
９
３
．
１
３
７
２

●トアロードまちづくり会社の機構

１
７６

１

出資・経営責任事業協力

－ １戸中心経営グループ

（大口出資者）

自
ら
詞
淘
○
』
。
ま
ち
づ
く
り
〈
必
〉

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



●
ト
ア
ロ
ー
ド
の
話
題

聖
ミ
カ
エ
ル
国
際
学
校
に

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
新
校
長
先
生
登
場

●
ト
ァ
ロ
ー
ド
フ
エ
ス
タ
開
催
日
決
定

昨
年
、
月
虹
、
詔
、
型
日
の
３
日
間
、

ト
ァ
ロ
ー
ド
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
一

周
年
を
機
に
恥
ト
ア
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ

が
開
催
さ
れ
た
。
フ
ェ
ス
タ
は
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
か
ら
始
ま
り
、
音
楽
祭
、
街
角
で
の

画
家
た
ち
の
ス
ケ
ッ
チ
と
た
く
さ
ん
の
人

で
盛
り
上
が
っ
た
。

今
年
も
こ
の
ト
ア
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
が

加
月
加
日
（
祝
）
〜
皿
日
（
日
）
ま
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
の
協
力
を

得
て
、
旧
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
会
館
の
跡
地
を
舞

台
に
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
予
定
だ
。
現
在
、
協
議
会
で
フ
ェ
ス
タ

の
実
行
委
員
会
を
作
り
企
画
会
議
を
進
め

て
い
る
。

こ
の
ト
ァ
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
を
定
着
さ

せ
る
こ
と
が
ト
ァ
ロ
ー
ド
の
復
興
を
ピ
ー

ア
ー
ル
す
る
と
共
に
、
地
域
の
人
々
の
つ

な
が
り
を
生
む
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
と

協
議
会
側
は
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

昨年のフェスタ、音楽祭風景

ト
ァ
ロ
ー
ド
に
は
周
辺
に
住
む
外
国
人

の
子
供
た
ち
が
通
う
「
聖
ミ
カ
エ
ル
国
際

学
校
」
が
あ
る
。
１
９
４
６
年
に
日
本
聖

公
会
主
教
、
八
代
斌
助
と
イ
ギ
リ
ス
人
宣

教
師
ミ
ス
・
レ
オ
ノ
ラ
ー
・
リ
ー
に
よ
っ

て
造
ら
れ
、
昨
年
、
創
立
印
周
年
を
迎
え

た
歴
史
あ
る
学
校
だ
。

今
年
４
月
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
新
し
い
学

校
長
と
し
て
着
任
さ
れ
た
、
サ
ン
ド
ラ
・

マ
ギ
ン
リ
ー
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
っ
た
。

笑
顔
の
た
え
な
い
素
敵
な
校
長
先
生
は
す

で
に
子
供
達
の
人
気
者
で
あ
る
。

ｌ
ト
ア
ロ
ー
ド
は
い
か
が
で
す
か
？

神
戸
は
山
と
海
が
あ
っ
て
、
自
然
も
多

く
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
特
に
ト
ァ
ロ
ー
ド
は
居
留
地
に
続

く
歴
史
的
に
も
古
い
通
り
。
喫
茶
店
や
雑

貨
屋
、
病
院
な
ど
い
ろ
ん
な
お
店
が
並
び
、

新
旧
の
取
り
合
わ
せ
が
ユ
ニ
ー
ク
で
す
ね

Ｉ
現
在
は
ど
こ
に
お
住
ま
い
で
す
か
？

今
は
学
校
の
裏
の
職
員
ア
パ
ー
ト
に
住

ん
で
い
ま
す
。
将
来
は
北
野
町
に
引
っ
越

す
予
定
で
す
。

ｌ
震
災
後
、
子
供
達
へ
の
影
響
は
見
ら
れ

ま
す
か
？

ほ
と
ん
ど
の
子
供
達
は
地
震
の
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
立
ち
直
っ
て
い
ま
す
が
、
潜
在
的

に
は
あ
る
よ
う
で
す
。
例
え
ば
、
工
事
の

振
動
な
ど
音
に
対
し
て
敏
感
で
す
。

ｌ
ス
ク
ー
ル
の
特
徴
は
？

昨
年
印
周
年
を
迎
え
、
あ
ら
た
め
て
長

い
伝
統
あ
る
学
校
で
あ
る
と
認
識
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
学
習
の
面
で
も
、

施
設
の
面
で
も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｉ
ど
ん
な
教
育
方
針
で
子
供
達
を
育
て
た

い
で
す
か
？

授
業
は
す
べ
て
英
語
で
す
が
日
本
語
の

授
業
も
週
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
６

カ
国
ほ
ど
の
子
供
達
が
い
ま
す
。
そ
う
い

う
環
境
で
育
っ
て
い
く
こ
と
で
、
人
種
、

国
籍
、
宗
教
の
違
い
を
認
め
な
が
ら
、
一

緒
に
学
び
価
値
観
を
尊
重
し
あ
う
子
供
た

ち
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

Ｉ
聖
ミ
カ
エ
ル
国
際
学
校
に
て

１
７７

１

や

一

サンドラ・マギンリー
< 聖ミカエル国際学校
校長〉

いろんな人種の子供たちが学んでいる
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屯’

震
災
か
ら
二
年
四
ヶ
月
め
に
あ
た
る
５

月
Ⅳ
日
（
土
）
に
中
央
区
役
所
西
隣
の
サ

ン
パ
ル
南
広
場
で
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
外
国
人
救
援

ネ
ッ
ト
こ
う
べ
地
球
村
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
催
さ
れ
た
。
初
夏
の
太
陽
が
降
り
そ
そ

ぐ
小
さ
な
広
場
に
は
屋
台
が
並
び
、
ペ
ル

ー
、
イ
ン
ド
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ

’

一
年
を
迎
え
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
外
国
人
救
援
ネ
ッ
ト
鵬
難
癖
軸

男ﾐ ーミ

坤
台
人
を
言
挿
祉
の
衛
吃
に

.

9 慰鎚‘農鐘鱈

i号１

代
表
）
を
発
足
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、

①
外
国
人
の
た
め
の
電
話
相
談

水
曜
日
と
土
曜
日
に
英
語
、
中
国
語
、

タ
イ
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
生

活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
応
じ
て
い
る
。

②
医
療
費
肩
代
わ
り
基
金

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
一
千
万
円
の
義

援
金
を
基
に
、
健
康
保
険
が
な
い
た
め
に

医
療
費
が
払
え
な
か
っ
た
り
、
義
援
金
や

弔
忌
金
を
も
ら
え
な
か
っ
た
被
災
外
国
人

に
国
に
代
っ
て
一
時
的
に
肩
代
り
し
て
支

払
っ
た
り
し
て
き
た
。
今
は
医
療
費
以
外

の
緊
急
な
場
合
に
も
支
給
し
て
い
る
。

③
提
言
活
動

地
域
で
暮
ら
す
外
国
人
と
の
共
生
の
た

め
に
必
要
な
提
言
を
国
や
行
政
に
行
っ
て

い
く
。

④
日
本
語
教
室

震
災
後
「
日
本
語
を
学
び
た
い
」
と
い

う
声
が
多
く
な
っ
た
た
め
、
学
び
た
い
外

<273〉

中山手カトリック教会にあるＮＧＯ外国人救援ネット

１
７８

１

ト
ナ
ム
料
理
の
他
、
各
国
の
民
芸
品
の
販

売
や
Ｋ
Ｄ
Ｄ
神
戸
支
店
の
三
分
間
国
際
電

話
無
料
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
会
場
の
舞
台

で
は
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
な

ど
の
音
楽
や
踊
り
が
民
族
衣
装
で
披
露
さ

れ
、
一
日
中
た
く
さ
ん
の
人
々
で
に
ぎ
わ

っ
た
。
ま
た
会
場
の
入
口
で
は
外
国
人
の

生
活
相
談
を
受
付
け
て
お
り
、
勤
労
会
館

の
別
の
部
屋
で
相
談
が
行
わ
れ
た
。

「
外
国
人
救
援
ネ
ッ
ト
」
は
二
年
前
の

阪
神
大
震
災
を
キ
ッ
カ
ケ
に
生
ま
れ
た
市

民
活
動
で
あ
る
。

震
災
は
被
災
地
に
暮
ら
す
外
国
人
た
ち

に
、
日
本
人
と
は
ま
た
異
な
っ
た
困
難
な

生
活
問
題
を
生
み
出
し
た
が
、
そ
れ
ら
の

問
題
と
い
う
の
は
実
は
災
害
の
時
だ
け
で

は
な
く
日
常
的
に
外
国
人
が
か
か
え
て
い

る
問
題
で
も
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

す
な
わ
ち
「
震
災
以
前
に
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
が
震
災
後
に
起
こ
っ
て
い
る
」
こ
と

を
実
感
し
た
有
志
た
ち
が
妬
年
の
４
月
に

「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
外
国
人
救
援
ネ
ッ
ト
」
（
神
田
裕
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と
の
戦
い
で
も
あ
ろ
う
し
、
日
本
人
の
国

際
感
覚
や
人
権
感
覚
を
問
う
活
動
で
も
あ

る
。こ

う
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
を
大
事
に
し
た

瓦
。
１回

事
務
局

〒
６
５
０

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
１
．
記
・
７

カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
活
動
神
戸
セ
ン
タ
ー
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
２
４
１
．
６
４
４
５

⑬
神
戸
で
暮
ら
す
外
国
人
の
た
め
の
生
活
相
談

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

ロ
ア
ー
ミ
８
ｚ
ｏ
ｍ
ヱ
ヱ
の
工
○
再
一
三
ｍ

○
ｏ
ｚ
の
亡
国
昌
一
○
ｚ
の
ｍ
工
く
一
○
ｍ
「
○
刀

「
○
ヵ
ｍ
｜
の
ｚ
ｍ
刀
の
一
ｚ
六
○
ｍ
ｍ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
２
３
２
．
１
２
９
０

，
外
国
人
救
援
一
ネ
ッ
ト

「
○
カ
ｍ
一
の
ｚ
ｍ
刀
印
ア
の
の
一
②
三
ｚ
ｏ
ｍ
ｚ
ｑ
乏
○
刀
六

ｍ
く
の
受
乏
の
。
．
の
巴
昌
舛
皿
叩
〜
印
“
、

囚
の
塁
の
里
員
昌
何
ｍ
ｍ
〜
打
麺
叩 皇麗, 鴬鴬

丙
ｖ
ｌ
Ｐ
諺
』
ａ 鱗 国

人
と
教
え
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
つ
な

ぐ
「
日
本
語
教
室
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
展

開
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
四
つ
の
活
動
の
う
ち
、
中
心

と
な
っ
て
い
る
の
は
電
話
相
談
で
あ
る
。

中
山
手
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
中
で
こ
の

電
話
相
談
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
五
月

下
旬
の
土
曜
日
に
訪
ね
て
み
た
。
教
会
の

庭
に
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
よ
う
な
小
さ
な
建
物

が
あ
っ
た
。
震
災
後
は
こ
こ
に
ベ
ト
ナ
ム

人
が
避
難
を
し
て
暮
ら
し
て
い
た
ら
し
い
。

中
は
４
畳
半
程
の
広
さ
。
よ
く
見
る
と
周

囲
の
壁
は
木
で
は
な
く
紙
の
筒
の
柱
だ
っ

た
。私

が
訪
ね
た
時
、
ち
ょ
う
ど
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
。
中
国
人
か
ら
の
相
談
で
、

就
労
の
ビ
ザ
が
切
れ
て
申
請
を
し
た
が
断

ら
れ
て
困
っ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。
電
話

の
応
対
は
一
日
に
四
人
が
交
替
で
担
当
す

1１
外国人生活相談を会場の入口で受付

る
。
多
言
語
で
相
談
に
応
じ
る
の
で
、
言

葉
が
わ
か
ら
な
い
と
後
日
改
め
て
そ
の
言

語
で
相
談
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
応
じ

ら
れ
る
日
に
か
け
な
お
し
て
も
ら
う
こ
と

に
し
て
い
る
。

昨
年
の
４
月
か
ら
今
年
の
３
月
ま
で
の

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
相
談
件
数
は
１
５
７
件
。

一
番
多
い
相
談
は
入
管
に
関
す
る
こ
と
で

弱
件
。
次
が
各
種
手
続
瓢
件
、
労
働
に
関

す
る
こ
と
型
件
、
民
事
喝
件
な
ど
で
あ
り

国
別
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
虹
人
、
ペ
ル
ー
釦

人
、
ブ
ラ
ジ
ル
妬
人
な
ど
。
具
体
的
に
は

結
婚
や
離
婚
に
関
す
る
配
偶
者
ピ
ザ
、
定

住
者
ピ
ザ
の
申
請
、
在
留
資
格
の
な
い
オ

ー
バ
ー
ス
テ
イ
、
賃
金
未
払
い
、
病
気
治

療
の
通
訳
、
生
活
保
護
の
申
請
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
が
、
電
話
だ
け
の
応
対
で
は

解
決
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
、
入
管
へ
の

同
行
や
書
類
の
翻
訳
な
ど
も
す
る
。
最
近

は
結
婚
や
子
ど
も
に
つ
い
て
の
相
談
が
と

く
に
多
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
。

昨
年
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

あ
る
イ
ラ
ン
人
男
性
が
西
宮
市
内
で
、

凪
才
の
女
性
か
ら
バ
ッ
グ
を
ひ
っ
た
く
っ

て
逃
げ
る
少
年
を
捕
ま
え
た
と
こ
ろ
、
捜

査
に
き
た
警
察
官
が
イ
ラ
ン
人
に
パ
ス
ポ

ー
ト
の
提
示
を
求
め
た
た
め
彼
の
オ
ー
バ

ー
ス
テ
イ
が
発
覚
し
、
彼
は
強
制
送
還
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
勇
気
あ
る
善
行
が
ア
ダ

に
な
っ
た
わ
け
だ
。
先
進
国
の
欧
米
人
だ

っ
た
ら
こ
ん
な
結
果
に
な
っ
た
か
ど
う
か
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
外
国
人
救
援
ネ
ッ
ト
の
活
動
は
、

一
面
で
は
外
国
人
に
対
す
る
差
別
や
偏
見

雷電
小さな広場の屋台には各国料理や民芸品が並んだ

蕊ｆ
口型

》
一
ア

碑
豊＃皇

１
７９

１
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＜滝の道＞
古来、温泉客の散策の場所として有名な鼓
ヶ滝に続く道。 ＜ゆけむり坂＞

こ
れ
ま
で
、
有
馬
の
道
に
は
愛
称
が
つ

い
て
な
か
っ
た
。
ゆ
け
む
り
広
場
か
ら
有

馬
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
へ
の
坂
に
「
ゆ
け
む

り
坂
」
と
い
う
名
称
が
あ
っ
た
ぐ
ら
い
で

あ
る
。と

こ
ろ
が
昨
今
、
宿
泊
を
と
も
な
わ
な

い
昼
間
の
客
が
増
え
、
有
馬
の
街
を
散
策

す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
道
に
、
そ
れ
な

り
の
名
前
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有

馬
温
泉
に
よ
り
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
の

考
え
が
強
く
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ

の
ほ
ど
ｎ
カ
所
に
有
馬
の
歴
史
や
風
物
に

因
ん
だ
名
前
を
つ
け
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
道

を
歩
け
ば
、
有
馬
温
泉
の
す
べ
て
を
散
策

し
た
こ
と
に
な
る
。

楽
し
く
な
っ
た

有
馬
ぶ
ら
り
歩
き

＜太閤通＞
神鉄有馬温泉駅と阪急バス停留所をつなぐ
歩行者が一番利用する道。

１
８０

１

＝弓

ＯＲＯＫＡＮ

ＴＥＬ（078）903-2255
姉妹旅館秘ﾀ捗羅
TEL（0 7 8）9 0 4 - 0 3 6 6

向陽間 陵楓閣
謡痔満

～

ひさご弁当

， 諺
< 杖捨坂＞
｢ 杖をついて療養にきた湯治客が、温泉
の効あって帰りには杖を捨てた」と言
われている。ねね橋から杖捨橋までの
道をさす。

T E L（0 7 8）9 0 4 - 0 5 5 1

迩高諦泉月光園
G E K K D E N

鯵ﾘ鍵Jj鍵。
静寂さにつつまれた
くつろぎの宿

国際観光旅館

露天風呂とご昼食

TEL（07 8）90 4 - 0 5 0 1 (代） T E L（0 7 8）9 0 4 - 0 6 7 5
' ｍＴｍ〈５６２７－１１５

テニスでいい汗
いい湯にとっぷり味に集う

ＳｕＮＮＹＳＩＤＥＵＰ
ＴＥＬ（078）903-1024

鶏濡鼠扇『

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



く桜の小径＞
有馬川沿いの左岸遊歩道のうち
太古橋から乙倉橋までをさす。
乙倉橋は旧有馬鉄道の有馬駅前
の橋であり、このたび昔日の姿
への改修が行われた。

趣F 騨屈嬬零舜電

ＴＥＬ（078）90 4 - 0 7 0 1
チェックイン１３: 0 0 、アウト１２：００
ゆっくりとお過ごしいただけます、

＝一一

TE L（07 8）90 4 - 0 7 3］

＜万年坂＞
六甲川に架かる杖捨橋と万
年橋を右岸側へ迂回して結
ぶ道。春には桜並木となる。
(左側2点）

TEL（078）904-3656(代）

会議セミナーからご家族づれまで

別

鍔一 可

TEL（07 8）90 4 - 0 1 8 1

⑫

＜湯本坂＞
古来湯元であった現在の温
泉会館の側を通る道。

くねがい坂＞
人々の健康を願って建てら
れた温泉寺までの道。神
社・仏閣が集中し、ねがい
の庭もある。

鱈

Ａも四

T E L（07 8）90 4 - 0 7 8 1

日本の伝統
数寄屋造りの館

＜タンサン坂＞
江戸時代までは毒水として恐れられていた炭
酸泉の効用が発見され､ 利用されだしたのは
明治以降。この炭酸水を利用した炭酸せんべ
いは有馬みやげとして有名。その炭酸泉源に
いたる道。

有馬での会食･ 宴会は懐石料理・ステ
ーキが楽しめるいろり亭嘩塗」でⅡ

（昼５０００円～、夜8 0 0 0 円～）

有1 馬温泉政府登録国際観光旅館
眼水荘別館

古家風 有島がランF ホ示ル
8１

幽欽山 中の美雪縦
自然の恵みを
湯けむりに伝える

雅ただようくつろぎの跡

政府登録国際観光旅館
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「
ミ
ル
ド
レ
ッ
ド
」

神
戸
朝
日
ホ
ー
ル

大
聖
泉
へ
釦
、
神
戸
朝
日
ビ
ル
４
Ｆ

主
催
神
戸
映
画
サ
ー
ク
ル
協
議
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
３
１
．
８
５
３
８

前
売
１
３
０
０
円
当
日
１
５
０
０
円

北
イ
タ
リ
ア
の
コ
モ
湖
を
舞
台

に
、
人
生
の
塾
年
期
を
迎
え
た
女

流
カ
メ
ラ
マ
ン
の
、
軽
や
か
で
愛

ら
し
い
「
恋
」
を
描
く
「
湖
畔
の

る １
８２

１

７
／
訓
（
不
）
〜
８
／
５
（
火
）

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術
館
５
Ｆ

オ
ル
ビ
ス
ホ
ー
ル

六
甲
ラ
イ
ナ
ー
・
セ
ン
タ
ー
駅
南
東
す
ぐ

一
般
８
０
０
円
大
短
専
６
０
０
円

主
催
芦
屋
芸
術
捨
唄
報
専
門
学
校

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
８
５
８
．
３
０
０
５

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
シ
シ
。
ナ
チ
ス

に
よ
る
大
虐
殺
．
ポ
ー
ラ
ン
ド
国

立
博
物
館
所
蔵
の
遺
品
、
資
料
を

展
示
す
る
。
「
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク

写
真
展
」
「
子
供
の
目
に
写
っ
た
戦

争
展
」
を
併
催
。
ニ
ッ
ポ
ン
人
よ
、

☆
「
心
に
刻
む
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ

ッ
シ
展
」

７
／
旭
（
金
）
・
伯
（
土
）

「
湖
畔
の
ひ
と
月
」

８
／
塑
（
金
）
・
記
（
土
）

口
夏
で
す
。
世
間
と
の
時
差
を

モ
ノ
と
も
せ
ず
、
今
月
は
ゴ
ー

聖慕洞

ｃ
鳶

も亨欧 il
II
II
II
IIl

実
◎
宙
、
掴
ヨ
。

◎､垂

アンネ・フランク

〆、
１－１

か

☆
美
術
館
の
夏
休
み

「
手
の
な
か
の
で
き
ご
と
」

７
／
均
（
土
）
〜
８
／
訓
（
日
）

芦
屋
亜
坐
美
術
館

阪
笠
戸
屋
駅
直
果
へ
徒
歩
朽
分

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
９
７
．
３
８
．
５
４
３
２

一
般
５
０
０
円
大
吉
同
生
４
０
０
円

閉
畢
生
以
下
無
料

夏
休
み
に
親
子
で
楽
し
め
る
現

代
美
術
入
門
講
座
。
関
西
在
住
の

若
手
作
家
、
赤
崎
み
ま
（
Ｗ
ブ
ル

ー
メ
ー
ル
賞
受
賞
者
）
、
長
井
か
ほ

る
、
北
尾
博
史
の
作
品
に
よ
っ
て

「
素
材
と
触
れ
合
う
楽
し
き
も
の

を
創
る
喜
び
」
を
と
も
に
感
じ
取

る
こ
と
を
試
み
る
。

ひ
と
ご
と
で
は
な
い
の
だ
。

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
特
集
…
。
ほ

の
ぼ
の
。

皿
大
阪
ド
ー
ム
と
布
引
ハ
ー
ブ

園
に
行
っ
て
き
ま
し
た
．
ど
ち

ら
も
お
天
気
の
い
い
日
だ
っ
た

の
で
、
す
ご
い
人
出
。
大
阪
ド

ー
ム
で
は
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
だ

り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
す
る
た
び

に
か
な
り
の
順
番
待
ち
で
、
と

だ

ヨ

園
、
『
回

赤崎みまの作品

☆
神
戸
開
港
１
３
０
年

雲
や
空
港
・
駅
」
を
テ
ー
マ
に

⑩
月
、
神
戸
映
画
垂
語
開
催
！

映
画
上
陸
１
０
０
年
を
記
念
し

て
昨
秋
開
催
さ
れ
た
「
神
戸
１
０

０
年
映
画
祭
」
。
神
戸
開
港
１
３
０

年
の
今
年
は
、
如
月
型
日
か
ら
ｎ

月
８
日
ま
で
「
港
（
空
港
・
駅
）
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画
祭
が
実
施

さ
れ
る
．
主
催
は
、
神
戸
１
０
０

年
映
画
祭
実
行
委
員
会
、
『
神
戸
に

映
画
文
化
を
！
」
連
絡
協
議
会
、

神
戸
市
、
（
財
）
神
戸
市
民
文
化
振

興
財
団
。
昨
年
以
・
上
の
盛
り
上
が

り
を
期
待
し
た
い
。

N 湖畔のひと月Ｉ

も
だ
か
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
参
照

ひ
と
同
型
。
出

演
、
バ
ネ
ッ

ｊド
サ
・
レ
ッ
ド

”
グ
レ
ー
プ
、

昨
エ
ド
ワ
ー

Ｊ膜
ズ
・
フ
オ
ッ

ク
ス
ほ
か
・

監
督
、
ジ
ョ

蟹
：

☆
市
民
映
画
劇
場

っ
て
も
疲
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ハ
ー
ブ
園
で
も
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
に
乗
る
の
に
一
時
間
く
ら
い

待
ち
ま
し
た
。
年
寄
り
く
さ
い

よ
う
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
は
家
で
お
と
な
し
く
し

て
い
よ
う
と
思
っ
ち
ゃ
い
ま
し

た
。

（
垂
水
区
・
松
本
雅
美
さ
ん
）

⑮

■
前
半
は
彼
女
と
デ
ー
ト
し
、

後
半
は
仕
事
で
体
を
休
め
る
時

が
な
か
っ
た
で
す
。

（
大
阪
市
・
逸
見
武
史
さ
ん
）

口
前
半
を
う
ら
や
ま
し
く
思
っ

ち
ゃ
い
ま
し
た
。

■
マ
レ
ー
シ
ア
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。
ク
ア
ラ
ン
プ
ー
ル
は
ど

ん
ど
ん
発
展
し
て
い
る
最
中
で
、

◎
目
Ｐ
『

卜

こ
~

ン
・
ア
ー
ビ
ン
。
１
９
９
５
年
イ
ギ

リ
ス
映
画
。
蛇
分
。

や
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１
８３

１

近
代
的
な
建
物
と
古
い
バ
ラ
ッ

ク
の
よ
う
な
建
物
が
ご
ち
や
ご

ち
や
に
混
じ
っ
て
い
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
に
向
け
て
開
発
が

進
ん
で
い
る
み
た
い
な
の
で
、

ぜ
ひ
ま
た
訪
れ
て
み
た
い
で
す
。

人
も
す
ご
－
く
親
切
Ｉ
食
べ

物
は
安
く
て
お
い
し
い
。
た
だ

し
、
ド
リ
ア
ン
ケ
ー
キ
の
お
み

や
げ
用
は
オ
ス
ス
メ
で
き
ま
せ

ん
が
！

（
西
区
・
岡
本
淳
子
さ
ん
）

■
岡
山
県
倉
敷
市
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
地
ビ
ー
ル
を
ラ
ッ
パ

飲
み
し
な
が
ら
せ
ん
べ
い
を
食

べ
、
美
観
地
区
を
う
ろ
う
ろ
し

ま
し
た
。
と
て
も
暑
か
っ
た
の

で
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

（
明
石
市
・
今
井
香
里
さ
ん
）

（
特
別
篇
）
」
▽
８
／
お
〜
「
ス
ピ
ー
ド
２
」

２
▽
〜
７
／
、
「
ザ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
▽

７
／
岨
〜
日
ス
ト
・
ワ
ー
ル
ド
」

３
▽
〜
７
／
岨
「
誘
縄
望
▽
７
／
姐
〜
８
／

調
「
学
校
の
怪
談
３
」

４
▽
〜
７
／
ｎ
「
レ
リ
ッ
ク
」
▽
７
／
璽
〜

「
も
の
の
け
姫
」

⑤
華
書
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
希
望
す
る
館
名
と

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
、

「
今
月
の
課
題
」
を
明
記
し
て
左
記
ま
で
。
７

月
鋤
日
必
着
。

〒
６
５
０
神
一
厘
巾
中
央
区
下
山
手
通
３
．
１
．

旧
ツ
イ
ン
ズ
ト
ア
ビ
ル
４
Ｆ
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７

８
．
３
３
１
．
２
７
９
５
）
月
刊
神
戸
っ
子

「
も
だ
ん
か
る
と
」
７
月
号
編
集
室
（
矢
）

③
今
月
の
課
題

①
「
秋
深
き
隣
は
何
す
る
人
デ
ー
で
思
い
浮
か

ぶ
こ
と
（
文
章
か
イ
ラ
ス
ト
で
）
②
「
も
だ
か

る
」
の
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
ヤ
ダ
！
③
「
神
戸
っ

子
」
７
月
号
で
面
白
か
っ
た
記
事
と
そ
の
理
由

白い玉子ならバック２００
円なのに･ ･ ･

な
が
ら
情
報
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

トプレゼント

☆
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル

（
８
／
躯
・
認
「
ミ
ル
ド
レ
ッ
ド
」
有
効
）

各
３
組
６
名

☆
パ
ル
シ
ネ
マ
し
ん
こ
う
え
ん

（
８
月
末
ま
で
有
識
坐
２
名

▽
７
／
１
〜
９
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
プ
ロ
ジ
エ

ク
ト
」
「
ク
リ
フ
ハ
ン
ガ
ー
」
▽
７
／
、
〜

理
「
天
使
の
涙
」
「
恋
す
る
惑
星
」
▽
７
／

配
〜
８
／
１
「
グ
ー
ス
」
「
ク
ー
ル
・
ラ
ン

ニ
ン
グ
」
▽
８
／
２
〜
哩
「
フ
ァ
ー
ゴ
」

「
サ
ブ
ウ
ェ
イ
」
▽
８
／
過
〜
犯
「
エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブ
・
デ
シ
ジ
ヨ
ン
」
「
チ
ェ
ー
ン
・

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
」
▽
８
／
認
〜
９
／
３
「
ト

レ
イ
ン
ス
ポ
ッ
テ
ィ
ン
グ
」
「
シ
ャ
ロ
ウ
・

グ
レ
イ
ブ
」

☆
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
ー
〜
４

（
Ｚ
月
末
ま
で
右
凱
竺
２
名

１
▽
７
／
５
〜
妬
「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
帝
国

の
逆
襲
（
特
別
篇
）
」
▽
７
／
配
〜
８
／
班

「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
・
ジ
ュ
ダ
イ
の
復
讐

かるチケッ

☆
神
戸
阪
急
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
「
明
清
書
法
名
品
扉
座
か
「
デ
ィ
ッ
ク
・
ブ

ル
ー
ナ
の
世
界
」
有
迦
５
組
加
名

☆
カ
ナ
ー
ト
・
ホ
ｉ
ル

（
８
同
呈
木
ま
で
右
靴
型
５
組
、
名

▽
７
／
⑫
〜
「
も
の
の
け
据
壁
▽
７
／
四
〜

詞
字
校
の
怪
談
３
」

☆
ペ
レ
ー
ネ
シ
ネ
マ

（
８
同
型
木
ま
で
右
錨
理
５
組
、
名

▽
７
／
辺
〜
「
も
の
の
け
据
壁
▽
７
／
岨
〜

８
／
犯
「
学
校
の
怪
談
３
」
▽
８
／
記
〜

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
虹
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
「
師
夏

一
東
映
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア
」

☆
西
灘
劇
場
・
シ
ネ
マ

（
８
月
末
ま
で
有
迦
５
組
加
名

▽
〜
７
／
、
「
フ
ラ
ー
ト
」
「
恋
の
闇
、
愛

の
光
」
▽
７
／
皿
〜
妬
「
ツ
ー
ガ
ー
ル
ズ
」

「
ジ
ャ
ッ
ク
」
▽
７
／
妬
〜
８
／
班
「
パ
リ

の
レ
ス
ト
ラ
ン
」
「
イ
ル
。
ボ
ス
テ
ィ
ー
ノ
」

▽
シ
ネ
マ
は
成
人
映
画

回
休
み
が
少
な
か
っ
た
の
で
遠

出
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、
高
校
時
代
の
友
達
と
久
々

に
飲
み
会
を
し
ま
し
た
。
や
っ

ぱ
り
友
達
は
い
い
で
す
ね
。
お

わ
り
。（

須
磨
区
・
石
野
裕
子
さ
ん
）

口
常
連
Ｏ
Ｌ
さ
ん
三
者
三
様
。

ド
リ
ア
ン
の
．
匂
い
っ
て
ド
ン
ナ

ン
？
そ
り
ゃ
よ
か
っ
た
。
お

わ
り
。

■
私
の
持
っ
て
い
る
「
た
ま
ご

つ
ち
」
を
大
切
に
育
て
て
く
れ

る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
一
個

は
自
分
で
育
て
て
い
ま
す
が
、

も
う
一
個
は
未
開
封
の
新
品
で

す
。
希
望
の
方
に
９
８
０
０
円

で
お
譲
り
し
ま
す
。
色
は
新
色

の
緑
で
す
。
い
っ
し
ょ
に
育
て

（
〒
１
５
０
東
京
都
渋
谷
区
道
玄

坂
２
‐
幅
‐
１
４
０
６
・
堀
内
沙

也
香
さ
ん
）

□
「
も
だ
か
る
」
に
お
便
り

（
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
）
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
。
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

も
れ
な
く
映
画
な
ど
の
チ
ケ
ッ

ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。
宛
先
は

プ
レ
ゼ
ン
ト
欄
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

☆北京首都博物館所蔵「明清書法名品展」
７月9日(水) ~ 2 1日(月・振替休日)6階神戸阪急ミュージアム
開鰹時間：１１時- . 7 時3 0 分には消讃税等が含まれています。
士・日鞭･ 祝日はあさ1 0 時開館主催: 北京首都偲物館
(殿終1 1は６１１綱随｡側健3 0分筒までに神戸阪急ミ.ユージアム、神1 1 - 1新聞社
ご入館ください｡ ） 神戸阪急８月4 日（月）まで休まず営業
休館日；会期中は難休 いたします。 神向ｗＫ－うﾝ ド

撫灘騨諦謝職: ｣ 哩
蕊（Ｗ畑綱0 名漁以上の料金。入館料です。 彪綬例”
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画

イ
ギ
リ
ス
映
画
・
一
時
間
三
十
二
分
。
一
九
九
四
年
作
。
監
督

脚
本
テ
レ
ン
ス
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
。

十
六
才
の
男
の
子
が
ひ
と
り
放
心
し
た
よ
う
夜
汽
車
に
乗
っ
て

い
る
。
窓
わ
く
に
も
た
れ
て
。
夜
の
外
は
暗
く
、
森
や
林
が
か
す

か
に
暗
い
な
か
を
走
り
去
っ
て
い
た
。
汽
車
は
か
す
か
な
音
を
立

て
て
い
た
。
こ
の
男
の
子
の
席
の
ま
え
に
も
席
の
う
し
ろ
に
も
人

は
い
な
か
っ
た
。

＊

原
作
は
一
二
十
一
才
で
自
殺
し
た
ジ
ョ
ン
ー
ヶ
ネ
デ
イ
・
ト
ゥ
ー

ル
が
、
十
六
才
で
書
い
て
い
た
小
説
。
彼
は
一
九
八
一
年
に
ア
メ

リ
カ
人
の
み
に
贈
ら
れ
る
文
学
賞
の
ピ
ュ
リ
ッ
ッ
ァ
ー
賞
を
受
け

て
い
た
。

＊

話
し
は
、
ア
メ
リ
カ
の
南
部
ジ
ョ
ー
ジ
ア
。
こ
の
地
は
と
て
も

信
仰
厚
く
教
会
は
信
者
で
い
つ
も
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
父
は
き
び

し
く
母
を
が
み
が
み
と
叱
り
つ
け
た
。
そ
の
母
の
姉
（
ジ
ー
ナ
・

ロ
ー
ラ
ン
ズ
）
が
こ
の
家
に
こ
ろ
が
り
こ
ん
で
き
た
．
売
れ
な
い

芸
人
歌
手
だ
っ
た
。
父
は
こ
の
叔
母
を
も
追
い
出
そ
う
と
し
た
。

そ
の
こ
ろ
Ⅱ
米
戦
争
が
始
ま
り
父
は
出
征
し
た
。
母
は
そ
ん
な
き

び
し
い
父
を
愛
し
て
い
た
の
に
父
は
戦
死
し
て
ア
メ
リ
カ
の
国
旗

に
包
ま
れ
て
帰
っ
て
き
た
。
母
は
泣
き
と
お
し
た
。
と
こ
ろ
で
こ

の
家
に
こ
ろ
げ
こ
ん
で
来
て
い
る
叔
母
は
陽
気
で
派
手
好
き
で
そ

の
服
装
も
舞
台
衣
裳
を
着
て
い
る
よ
う
で
町
の
女
た
ち
は
“
ア
キ

レ
タ
ワ
”
と
研
き
合
っ
た
．
し
か
し
叔
母
は
平
気
だ
っ
た
。
息
子

V６

砂

「
ネ
オ
ン
・
バ
イ
ブ
ル
」

ア
メ
リ
カ
南
却
或
ン
ョ
Ｉ
ジ
ア
の
涙
の
唄
・
胸
に
し
み
る
宣
呑
の
唄

Ｉ
ＩＢ

の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
は
こ
の
叔
母
が
好
き
だ
っ
た
。

夜
。
窓
に
星
が
光
っ
て
見
え
た
。
母
は
涙
を
ぬ
ぐ
っ
て
祖
母
が

愛
し
た
ふ
る
さ
と
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
子
守
り
唄
“
ト
ゥ
ー
ラ
・

ル
ゥ
ー
ラ
”
を
ひ
と
り
口
ず
さ
ん
で
い
た
。

と
こ
ろ
で
母
の
姉
の
の
ぞ
み
は
テ
ネ
シ
ー
の
ナ
ッ
シ
ュ
ヴ
ィ
ル

へ
行
く
こ
と
だ
っ
た
。
こ
こ
は
歌
の
芸
人
の
ス
タ
ア
入
門
の
運
を

か
け
る
歌
の
競
演
で
知
ら
れ
た
町
だ
っ
た
。
そ
し
て
叔
母
も
意
を

決
し
て
そ
の
地
に
ト
ラ
ン
ク
一
個
ひ
っ
さ
げ
て
出
て
行
っ
た
。

こ
の
あ
と
生
活
に
つ
か
れ
き
っ
た
母
は
二
階
か
ら
下
り
て
く
る

階
段
を
踏
み
ま
ち
が
っ
て
倒
れ
、
そ
の
ま
ま
死
ん
だ
。
息
子
は
減

－ 一

■碑1 ｡

暇
泊一

徹

鱗
勤

§
し

弛
ん
だ
。
息
子
は
泣

き
わ
め
い
て
母

を
抱
き
し
め

た
。
思
い
つ
め

て
家
の
小
さ
な

庭
を
シ
ャ
ベ
ル

で
掘
っ
て
母
の

季
死
体
を
埋
め
よ

を手
う
と
し
た
。
そ

銅
こ
へ
牧
師
が
駆

銅
謝
鍾
霊
『
”
》

矛
と
、
き
び
し
く

犀
叱
っ
た
。
息
子

ナ
は
そ
の
冷
い
牧

》
ン

●

』

１
８４

１
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ｰ 珂汽

洲

■
■
善
一
一

師
に
母
が
い
つ
も
護
身
に
用
意
し
て
い
た
長
銃
を
急
ぎ
取
り
出
し

て
、
牧
師
を
射
ち
殺
し
た
。

＊

映
画
は
再
び
フ
ァ
ー
ス
ト
・
シ
ー
ン
の
夜
汽
車
の
走
る
そ
の
席

に
ぼ
ん
や
り
と
腰
か
け
て
い
る
少
年
の
横
顔
で
エ
ン
ド
と
な
る
。

ナ
ッ
シ
ュ
ヴ
ィ
ル
に
行
っ
た
叔
母
が
あ
ん
た
に
あ
げ
る
よ
と
札
た

ぱ
掴
ん
で
少
年
に
め
ぐ
ん
で
く
れ
た
、
そ
の
あ
り
っ
た
け
の
金
で
、

少
年
は
行
く
あ
て
も
な
い
汽
車
の
キ
ッ
プ
を
買
っ
て
汽
車
に
乗
っ

た
の
だ
っ
た
。

砲

声

顕

錫
ﾊ’一Ｉ

蓬ド
ロ

1 ■■

１
８５

１

ネオンは夢、いつの日か舞台で歌う夢･ ･ ･

司 芦畷
、二一堅

弓＝

「
グ
ロ
リ
ァ
」
そ
の
他
で
鉄
火
な
あ
れ
ご
振
り
を
演
じ
た
ジ
ー

ナ
・
ロ
ー
ラ
ン
ズ
が
、
陽
気
で
人
の
い
い
芸
人
く
ず
れ
の
女
を
演

じ
、
さ
す
が
に
見
と
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
芸
人
く
ず
れ
の
衣
裳
も

い
い
。時

代
が
日
米
戦
争
開
始
の
す
こ
し
前
。
と
す
る
と
こ
の
映
画
、

私
の
よ
う
な
老
年
に
は
ワ
ン
シ
ー
ン
、
ワ
ン
シ
ー
ン
が
涙
が
に
じ

む
ほ
ど
懐
か
し
い
。
音
楽
も
「
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
」
「
チ
ャ

タ
ヌ
ー
ガ
・
チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
」
「
マ
イ
・
ロ
マ
ン
ス
」
な
ど
が
登

場
し
、
と
く
に
少
年
の
母
が
星
を
眺
め
て
歌
う
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

子
守
唄
「
ト
ゥ
ー
ラ
・
ル
ー
ラ
」
こ
れ
は
戦
後
日
本
封
切
の
名
作

「
わ
が
道
を
往
く
」
で
も
ク
ロ
ス
ビ
イ
が
美
し
く
歌
っ
た
も
の
。

こ
の
メ
ロ
デ
ィ
を
聞
く
と
涙
が
思
わ
ず
あ
ふ
れ
て
し
ま
う
。

＊

イ
ギ
リ
ス
映
画
が
ア
メ
リ
カ
南
部
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
背
景
と
し
た

映
画
を
手
が
け
て
い
る
ゆ
え
か
名
シ
ー
ン
ご
と
に
ア
メ
リ
カ
の
そ

の
こ
ろ
の
ム
ー
ド
が
あ
ふ
れ
、
教
会
も
ダ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
ー
も
、

す
べ
て
が
ア
メ
リ
カ
の
「
絵
は
が
き
」
を
見
る
ご
と
き
楽
し
さ
を

あ
ふ
ら
せ
て
、
こ
の
セ
ン
チ
メ
ン
ト
を
染
め
た
こ
の
映
画
の
監
督

の
テ
レ
ン
ス
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
は
「
遠
い
声
、
静
か
な
暮
し
」
（
八

八
）
「
ロ
ン
グ
・
デ
イ
・
ク
ロ
ー
ジ
ス
」
（
九
二
）
に
つ
づ
く
こ
の

「
ネ
オ
ン
・
バ
イ
ブ
ル
」
は
第
三
作
目
。

主
演
の
ジ
ー
ナ
・
ロ
ー
ラ
ン
ズ
は
「
グ
ロ
リ
ア
」
一
本
で
強
い

印
象
を
あ
た
え
た
が
、
父
は
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
上
院
議
員
だ

っ
た
。
俳
優
で
監
督
で
す
ぐ
れ
た
才
能
を
ひ
ら
め
か
し
た
ジ
ョ

ン
・
カ
サ
ヴ
ェ
テ
ス
は
彼
女
の
夫
。
こ
と
し
彼
女
は
六
十
才
。

「
ネ
オ
ン
・
バ
イ
ブ
ル
」
は
原
名
。
ネ
オ
ン
は
母
の
姉
の
芸
人

の
歌
い
手
の
あ
こ
が
れ
。
バ
イ
ブ
ル
は
こ
の
映
画
の
舞
台
の
教
会

と
牧
師
と
日
曜
日
に
集
ま
る
こ
の
町
の
人
た
ち
の
バ
イ
ブ
ル
育

ち
。
す
な
わ
ち
こ
の
町
を
指
す
。

こ
の
、
し
み
じ
み
と
し
た
イ
ギ
リ
ス
映
画
が
、
ア
メ
リ
カ
南
部

ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
、
ア
メ
リ
カ
映
画
が
い
ま
見
失
な
っ
て
い
る

や
さ
し
さ
で
描
い
た
小
品
だ
。

夏
の
夜
に
小
さ
な
映
画
館
で
静
か
に
し
み
じ
み
と
見
た
い
作
品
だ
。
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1Ｖ

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

☆
神
戸
に
話
題
作
が
登
場

今
秋
、
如
月
２
日
（
木
）

か
ら
哩
日
（
日
）
ま
で
新
神

戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
で
上

演
さ
れ
る
「
ス
カ
イ
ラ
イ
ト

の
ご
﹈
伝
言
」
（
作
デ
ヴ
ィ
ッ

ド
・
ヘ
ア
、
演
出
ジ
ャ
イ
ル

ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
）
の
制
作
発

表
が
出
演
者
の
緒
方
拳
、
若

村
麻
由
美
、
森
村
隆
を
迎
え
、

６
月
⑫
日
（
木
）
新
神
戸
オ

神
戸
百
店
会
だ
よ
り

③
ケ
ー
ｌ
勘

薫
鰯

一
《
雷

｛
（

〆ｍｒＢＷ
５働拷

＝字＆

‘‐4普
〆

一己戸
～

上演が待ち遠しい

Ｉ

一
に
仕
上
げ
た
萱

一
（
１
袋
３
０
０
円
）
・

一
梅
、
抹
茶
の
３
つ

一
の
味
を
楽
し
め
る
。

一
袋
の
中
に
は
蜜
が

二
緒
に
入
っ
て
い

一
る
の
で
、
そ
の
ま

一
ま
器
に
移
し
て
食

一
く
ら
れ
る
。

一
「
蜜
が
少
し
濃

リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
行
わ

れ
た
。「

ス
カ
イ
ラ
イ
ト
」
は
イ

ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
％
年
度

ロ
ー
レ
ン
ス
・
オ
リ
ビ
エ
賞

に
輝
い
た
傑
作
。
３
人
の
傷

つ
い
た
男
女
が
織
り
成
す
愛

の
軌
跡
を
描
い
て
い
る
。

制
作
発
表
の
席
で
緒
方
拳

は
「
イ
ギ
リ
ス
で
こ
の
作
品

を
観
て
、
余
韻
を
残
す
い
い

芝
居
だ
と
思
っ
た
。
東
京
で

１
１
Ｊ

鍵Ｉ
EI6i

果物などを加えていろんなアレンジ
も楽しめそう

｢ おすすめの新商品です｣ 。菓子事
業部の堀木利則さん

講響Ｉ
Ｌ‘産＝雪

や
っ
た
も
の
を
神
戸
で
も
っ

と
き
め
こ
ま
や
か
に
表
現
し

た
い
」
と
語
っ
た
。
初
老
の

男
を
シ
ブ
く
演
じ
る
緒
方
拳

と
三
田
佳
子
の
長
男
、
森
村

隆
の
演
技
が
見
も
の
。

料
金
／
Ｓ
席
９
，
０
０
０
円
．

Ａ
席
６
、
０
０
０
円
（
全
席
指

定
・
税
込
）

前
売
り
開
始
／
７
月
鉛
日
（
土
）

一
■
お
問
い
合
わ
せ
先

一
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場

一
己
０
７
８
．
２
９
１
．
１
１
０
０

一
（
日
程
、
時
間
は
お
問
い
合
わ
せ

一
先
ま
で
）

一
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

｜
で
は
上
演
作
品
に
関
連
し
た
特

一
別
企
画
を
予
定
し
て
い
る

一
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ

－
☆
菊
水
総
本
店
の
新
商
品

一
「
葛
素
麺
（
く
ず
そ
う
め
ん
）
」

一
発
売
中

一
和
菓
子
の
し
に
せ
菊
水
綿

一
本
店
か
ら
夏
の
新
商
品
が
登

一
場
し
た
。
特
注
の
吉
野
の
葛

一
を
材
料
に
上
品
な
ぐ
ず
き
り

一
に
仕
上
げ
た
「
葛
素
麺
」

言
１
袋
３
０
０
円
）
。
黒
蜜
、

い
め
に
感
じ
る
場
合
は
氷
の

か
け
ら
を
２
，
３
個
か
冷
水

を
少
し
加
え
る
と
ち
ょ
う
ど

よ
く
な
り
ま
す
よ
」
と
担
当

の
掘
木
利
則
さ
ん
。

他
に
も
夏
の
涼
菓
と
し
て

定
着
し
た
水
羊
蕊
、
わ
ら
び

も
ち
も
人
気
。
ち
ょ
っ
と
し

た
手
土
産
に
お
す
す
め
は
こ

れ
ら
の
涼
菓
を
詰
め
合
わ
せ

で
き
る
「
涼
風
情
菓
」
。
黄

色
の
か
わ
い
い
巾
着
が
ポ
イ

ン
ト
。

圃
菊
水
縄
本
店

神
戸
市
中
央
区
多
聞
通
３
。

３
．
幅
震
川
神
社
前
）

公
０
７
８
．
３
８
２
．
０
０
８
０

営
業
時
間
９
時
釦
分
〜
ね
時

無
休
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8７

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

⑰
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
新
社

長
に
田
中
教
仁
氏

今
年
、
設
立
加
周
年
を
迎
え
る

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
で
は
中

内
力
社
長
が
代
表
取
締
役
会
長

に
、
新
社
長
に
田
中
教
仁
代
表
取

締
役
副
社
長
が
昇
格
す
る
人
事
極

発
表
し
た
。

Ⅲ
巾
・
新
社
長
は
１
９
５
４
年
、

神
戸
噂
掛
矢
卒
。
万
年
神
戸
ポ
ー

ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
取
締
役
を
経
て
、

師
年
に
副
社
長
に
職
柿
．

③
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
よ
り

お
知
ら
せ

☆
サ
マ
ー
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

宜
夏
の
夜
を
ム
．
‐
デ
イ
・
‐
に
減

出
す
る
サ
マ
ー
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

が
７
月
瓢
日
（
杢
高
橘
旦
梨
子
、

８
ｎ
１
Ｈ
（
金
）
鈴
木
雅
之
を
迎

え
て
行
わ
れ
る
。

会
場
／
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

南
館
「
大
輪
田
の
園

時
間
／
ね
時
〜
創
時
釦
分

料
金
／
Ａ
席
３
５
‘
０
０
０
円

Ｂ
席
３
２
，
０
０
０
円

古
テ
ィ
キ
シ
Ｉ
ラ
ン
ド

デ
ィ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

昨
年
か
ら
好
評
の
ジ
ャ
ズ
デ
ィ

ナ
；
コ
ン
サ
ー
ト
を
今
年
も
開

僻
。
ジ
ャ
ズ
デ
ィ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
に
入
場
さ
れ
た
方
に
は
、
当
ｎ

同
じ
会
場
で
閣
昨
さ
れ
る
第
訂
回

神
戸
ま
つ
り
協
賛
「
第
劃
回
デ
邪

キ
シ
ー
・
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
（
ｎ
時
〜
咽
時
）
の
入

場
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
噸
ジ
ャ
ズ
メ

ン
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
心
ゆ
く

ま
で
楽
し
め
る
。

日
時
／
７
月
即
日
（
日
）

旧
時
釦
分
〜
創
時
釦
分

場
所
／
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

地
下
１
階
・
借
楽
の
問

料
金
だ
お
一
人
様
１
４
，
０
０
０
円

（
お
料
理
、
ド
リ
ン
ク
券
２
枚
、

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
入
場

券
、
サ
ー
ビ
ス
券
、
税
金
込
み
）

■
ご
予
約
お
問
い
合
わ
せ

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

盃
０
７
８
．
３
０
２
．
１
１
１
割

、
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ

テ
ル
文
化
教
室
エ
リ
オ
か
ら

お
知
ら
せ

毎
年
恒
例
の
夏
の
一
Ｈ
講
座

『
ゆ
か
た
》
有
付
け
教
室
」
を
開
催
。

講
師
に
日
本
和
装
学
院
学
園
長
、

安
藤
綾
子
さ
ん
を
迎
え
る
。
ビ
シ

ッ
と
ゆ
か
た
の
》
有
付
け
を
覚
え
て

セ
ン
ス
ア
ッ
プ
し
よ
う
。

日
時
／
７
月
憎
日
（
土
〉
、
妬
日

（
土
）
、
８
月
２
日
（
土
）
、
９
日

（
土
〉
惚
時
〜
杷
時

場
所
／
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ

テ
ル
也
階
・
文
化
教
室
工
リ
オ

料
金
／
３
‘
５
０
０
円
（
着
付
け

受
講
の
み
）
、
５
‘
０
０
０
円

（
ゅ
か
た
貸
出
し
料
と
着
付
け
受

講
料
）
、
１
５
，
５
０
０
円
（
ゆ

か
た
購
入
料
と
受
講
料
）
お
茶
菓

子
付
き

※
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ

ま
で

回
ご
予
約
お
問
い
合
わ
せ

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

文
化
教
室
エ
リ
オ

盃
０
７
８
．
２
９
１
．
１
１
２
１

婦
人
服
メ
‐
ヵ
‐
の
し
に
せ
濡
郷
植
踊
Ｉ
池
ｉ

議
職

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
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htt
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co
.co
m

神戸
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htt
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ob
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co
.co
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神戸
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m




